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応募作品 ： 中橋架替事業
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設計者：㈱富貴沢建設コンサルタンツ

施工者：㈱巴コーポレーション、東綱橋梁㈱
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舟橋だった初代の中橋

設置時期：大正2(1913)年

1 中橋の歴史（１）
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• 昭和11（1936）年 8月 7日開通（供用後90年目）

• 形 式 ３連下路ブレースドリブタイドアーチ

• 支間長 ３×６５．７ｍ

• 一連の鋼重 283t
足利市提供

1 中橋の歴史（２）

中橋 完成時中橋 施工時
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• 渡良瀬川の堤防かさ上げ等の改修を進めてきた

• 中橋部分の堤防が約3m低く、堤防を切り欠いた状況

２ 中橋の現状課題（１）
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２ 中橋の現状課題（２）
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３ 中橋架替事業の概要（１）

課題解決のため堤防を3mかさ上げ
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元のアーチ橋の位置には，
橋脚を撤去・新設し、広い車道・歩道を有する新橋を施工.
元のアーチ橋の位置には，
橋脚を撤去・新設し、広い車道・歩道を有する新橋を施工.

３ 中橋架替事業の概要（２）
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中橋アーチを下流側へ移設し,
人道橋として再生
中橋アーチを下流側へ移設し,
人道橋として再生



車道
7ｍ

自転車歩行者道
５.5ｍ

全幅
12.5ｍ

自転車歩行者道
5.5ｍ

計画⾼⽔位▽

流向

３ 中橋架替事業の概要（３）

完成後の断面
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新設部本線 アーチ移設部



中橋架替事業による整備効果
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３ 中橋架替事業の概要（４）



中橋架替事業にともなう
３連下路ブレースドリブタイドアーチ橋の移設

～大型クレーンによる相吊り移設～
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４ 中橋の移設概要（１）
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１回目：SP1-SP2径間の移設

渡良瀬川
右岸右岸

左岸左岸



４ 中橋の移設概要（２）
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２回目：SP３-SP４径間の移設

渡良瀬川
右岸右岸

左岸左岸



４ 中橋の移設概要（３）
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３回目：SP２-SP３径間の移設

渡良瀬川

右岸右岸

左岸左岸



張出し
歩道部
張出し
歩道部

張出し
歩道部
張出し
歩道部

車道部車道部

４ 中橋の移設概要（４）
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移設前の状況移設前の状況

張出部下面のブラケット張出部下面のブラケット



４ 中橋の移設概要（５）

16

主構主構

床桁床桁



吊金具

クレビスジャッキ

ラウンドスリング

４ 中橋の移設概要（６）
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吊天秤



吊金具設置前吊金具設置前 設置完了設置完了

レーシングバーを撤去レーシングバーを撤去 既存のリベット孔を利用して
摩擦接合で設置
既存のリベット孔を利用して
摩擦接合で設置

４ 中橋の移設概要（７）
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端支柱端支柱



クレビスジャッキ(1,000kN)
反力調整とモニタリングに使用
クレビスジャッキ(1,000kN)
反力調整とモニタリングに使用

４ 中橋の移設概要（８）
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４ 中橋の移設概要（９）
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水平距離を一定に保つ水平距離を一定に保つ

反力の均等化反力の均等化

アーチ桁の水平度アーチ桁の水平度

移設
橋軸方向12m
橋軸直角方向13m
高さ方向12上、９ｍ下



４ 中橋の移設概要（１０）

クレーン軌道監視システム
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⇒ブーム間距離⇒ブーム間距離

平面位置平面位置



４ 中橋の移設概要（１１）
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４ 中橋の移設概要（１２）
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アームローラ工法を採用
車輪の幅を調整して、縦桁位置に
合わせて設置

アームローラ工法を採用
車輪の幅を調整して、縦桁位置に
合わせて設置

４ 中橋の移設概要（１３）
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４ 中橋の移設概要（１４）
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PCより線による縦締めPCより線による縦締め



移設した親柱移設した親柱

５ 中橋の架替完成（１）
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５ 中橋の架替完成（２）

27



５ 中橋の架替完成（３）
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ご清聴ありがとうございました。


